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正しい使い方（２）パイラッククリップ

◎　釘抜（バール）で釘が楽に抜けるのはてこの原理で皆様よくご存
じのことと思います。図①のように、釘が５０Ｋｇの力で抜ける
とすると、このバールでは５０Ｋｇ×—＝１０ｋｇの力で抜け、
半分の２５ｃｍの所に力をかけると２倍の２０Ｋｇの力が必要で
す。図②のように、バールを２本ならべて矢印の方向に２本の釘
を引抜くには、２本分の１００Kｇの力が必要です｡

◎　これをパイラックに当てはめて見ます。パイラックにはφ14の
孔があいていて、そこにパイラッククリップの足を入れて使用し
ます。バールの例ではこの１４ｍｍがＡ× ２＝２０ｃｍに該当し
ます。クリップを下吊に使用するときは図②の場合と同様に、一
対のクリップの強度一ぱいまで大丈夫なわけです。

◎　図③のように横付に使用するのは図①の場合に該当します。 
上側のクリップにだけ力がかかりますから、吊下げた場合の２倍
の力がかかっています。Ｂ寸法はパイプの径にしたがって大きく
なり、荷重Ｗも径にしたがって重くなります。単純に考えて、パ
イプ径が２倍になり、Ｗが４倍になったとすると、上側クリップ
の爪には８倍の力が加わることになります。こうして、Ｗ×Ｂの
値が増して、クリップに加わる力がクリップの強度を超えると、
爪が伸びて外れてしまいます｡

◎　実際には実験から許容静荷重を定めておりますが、原理は上記
の通りです。パイラック御使用の際、特にクリップ横付の際はカ
タログ記載の許容静荷重に御注意願います。

◎　ネグロス製品は正しい使い方でその真価を発揮いたします｡
（技術Ｒ．Ｓ）
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